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○教授要目期 1946年 ○社会生活科 ・社会生活の学習を通した道徳的態度形成









０２次改訂期 1963年 ○社会科　　○反共・道徳生活(特設道徳) ・特設道徳の新設ゆ･社会科から道徳単元を分離




















































































































































表 ２は，『1955 年版』 の全体計画を示したもの
で，同課程は，各学年別主題とｎ ～12 個の単元で
編成されている。 厂学年の主題」で見られるよう
に，第 工学年 の 匚家・学校」 から，第 ６学年の

































学年 学年 の主題 単　　　 元　　　 構　　　 成
第１学年 我 が家， 私達 の
学 校
Ｌ 私達の学校 ＠ 挨拶　3. 遠足　4. 物資を節約し よう　5. 安全 ＠ よい習慣を身 に付 けよう
7.丈夫 な体　8. 友達　9. 私達の家　10.楽しい日　11.私達 の学校 と私達 の家
第２学年 近所の生 活 ０ 善 い２学年　2. 私達の村を守って くれる人 々　3. 人と物 の輸送　4. ものを供給して くれる人々
＠ お使い　6. 手 紙を伝える人々　＠ 正直 な子 ども　８淦 融組合 と銀行　9. 面 ・邑事務所 と市役所
＠ 時間を守ろ う　n. 私達の健康を守 って くれる人 々　12.私達 の生活を楽 しくしてくれる場所や施設
第３学年 郷土 の生 活 ０ 立派 な子ども　2. 私達の村 の自然環境　 ３私 達 の食料 ｅ 責 任と公益　5. 私達 の服　Ｌ 私達 の家
7.都市と田舎 の生 活　8. 我 が国の北部地方 の生 活　9. 我が国 の南 部地方 の生活　10.我が国 の山間地方
の生活　11.我 が国の平 野地方の生活　12.我 が国の海岸地方 の生活
第 ４学年
私 達 の生 活 の来
歴
０ 私達 の礼法　2. わが村の発展 ＠ 自由と協同　4. 愛林　5. 我が国 の自然環境　6. 我が国 の名 勝古跡
＠ 美しい風 俗　８私 達の住んでいる地球　9. 集団生 活　10 濃 事 の始 まり　11.道具 の発達
第 ５学年 産業 の発達 ０ﾈL 法を守ろう　2. 勤労　3. 健康 と娯 楽　４瀧 源 の利用　5. 機械の発達と産業　6. 交通 と運送
7.商業 と貿易　8. 銀行 と組合　9. 我 が国の人口と都市　10.世界のいろいろな国　n. 国 産品の愛 用
第 ６学年 我 が国 の発達 と
世界
０ 美 しい習 慣　2. 我 が国 の来歴　3. 私達 の歴史 を輝かせ た人 々や物　4. 我が国 の政治　5. 民主主義














ていないが，第２学年の単元 ７ 口 年中の楽しい
日」で は，伝統的祝祭日や国家の記念日，単元８







































学年 単元名 学　習　内　容（道徳的態 度） 関連徳目 配列
１










･我々 の習慣 の反省　･ 正 しい言い方　･良 い習慣 の継承 と悪 い習慣 の修正 ・良い習慣
２
Ｌ 善 い2学年 ･正しい言葉使 い　･挨 拶　･ 食事する時 の礼法　･ 隣 の人 との礼 法 ・礼儀， 親切
5.ぉ使い ･私 たちがで きるお 使い　･ お使い時の注意点 ・協力
7.正直な子ども ･正直な子 どもの意 味　･ 約束を守ることの必要　･ 嘘 の良 くない点 ・正直，約束
10.時間を守ろう ･家や学 校で の時間生 活　･ 社会における時間生活　･ 時間約束 の必要性 と注意 ・約束，規則
３
1.立派な子ども ･自分 の意思 の正確 な表現　･ 体と服, 周り のものを 清潔　･ 外に出たときの注意
･公園 と遊 び場で の注意　･交 通機関を利用する時 の注意　･ お金，物， 時間の使い方
・自主，清潔
公衆道徳，節約
4.責任 と公益 ･責任を完遂 する方 法　･ 他人 のために働く方法　･ 自分 の責任 の完遂 と他人 との関係 ・責任，公益
４
1.私達 の礼法 ・日常生活 にお ける礼 法　･弱 い人に対 する礼法　･ 自分 の本分を守 る方 法
･公共場所で の注意　･ 手 紙の書き方
・礼儀
公衆道徳
3.自由 と協同 ･自由 の意味　･ 自由 と恣 意の区別　･ 協同の意味　･ 自由 と協同 の関係 ・自由，協力
7.美 しい風 俗 ･家族 の和睦　･ 家族 と親戚の助け合い　･ 郷土 の風俗　･ 我が国 の美 しい風 俗




1.ﾈL法を守ろう ･正しい批判力を持つ方 法　･家 庭での礼法，訪問 と接待礼法　･ 公共施設利用 の礼法 ・批判 力， 公衆
道徳，礼節
６
1.美 しい習 慣 ･計画的な生活　･ 儀式 の理解　･ 指導性を伸長　･ 社会 に対す る奉仕活 動 ・誠実，礼儀，
指導力，奉仕
n. 我 々の将来 ･卒業 と国家，先生， 親の恩の感謝　･ 卒業 後に母校に対 する感謝　・自分 の将来 の決定 ・感謝，自主
1）文教部 前 掲 書1955,  pp.50 ～98 によ り筆者 作成 。





















































が図 られてい る。「中心問題」を見ると，「9. 贅
「私達の服」の内容構成
中　心　問　題 事例単元 認　識　内　容 内容構成 の視点
１．私達 はな ぜ服が必要か。
2. 私達は季節 によってどんな服を着るか。






○季節， 国 家， 地域 の気 候と習慣 など の諸要因 と衣
服と の関係
＊ 衣 服 と 人






































○用度及び季節 と服 の原料 との関係
○綿花 の伝来 の歴史（ いっ， 何処から）
○世界一番 の綿花 の生 産地 （アメリカ） ＊ 衣 服 の 原
料 に 関 す
る 諸 事 実
２）羊 毛
と絹
○洋服 の原料 は羊毛， 羊の飼育 の歴史， 適地と条件
○服の原料 として の絹
○養蚕 の適地 として の我 が国，生 産と流通
３）新 し
い生地
○技術 の発達 と新 しい原料 の発見
7.衣類 の生 産と制作の ために人 々はどの
よ うに協力 しているか。 ３．製糸工 場
○製糸工場 の見学（生 産光 景の見学と説明を聞 Ｏ
Ｏ 工場で 働いて いる人 々と我 々の生活と の関係
○製糸工場 の立地条 件（水を使うから川端に建設）
＊ 生 産 活 動
と 関 わ っ
た 諸 事 実
８．衣類 はなぜ値段の差があるか。
９．贅沢 な服はなぜ良 くないか。
10.衣 服はどう保管 し管理すべ きか。




○ 高い生地 の輸 入の問 題点 （高い 着物で 贅沢 する の
は良 くない）
○我々が服を着 るまで は多 くの人々の苦労のお陰げ
ゆ･ 感謝 する気持 ちと生 産に協力する態度
























































中　心　問　題 事例単元 内　容　構　成 内容構成の視点
1.私達が責任を完遂す るためにはどうすべきか。
1)私の学 級で はど のよう に仕事を分担 してや っ
てい るか。
2)自分 が担当 している仕事をどうす べきか。
3)先生 や友達 との約束 はどう守るべ きか。
4)学級で 決議 したこと はどう守るべ きか。
5)分担 して仕事をする時はどうすべ きか。
6)私達 の郷土 の人 々はど のよう にお互 い責任 を
完遂 しているか。
1. 私 の す
べきこと
＠学級での役割分担 と誠実 な遂 行に関する例話
○ョ ンチョ リのクラスで は仕事を 分担して誠実に遂行
○清潔部員 の活動方法 と誠 実な活動 唏･･先生の称賛
○他 グループ への誘い と他 グループの誠実な活動
○友達 と先生か らの肯定的 な反 応と清潔な教室
○学級図書コ ーナの問題 に関して図書部の必要性 の認識
図書部員 の決定 と誠実 な活動 と図書コ ーチの整理整頓





















2.私達 はどのよ つに色々な人 のために働くべきか。
1)郷土 の人 々はどうお互い に協力してい るか。
2)私達が 自分 の利益 の みを 考え るのはなぜ望 ま
しくないか。
3)他人 のためにやるの はなぜ良い ことか。
4)学 校の物や共 同の物 はなぜ大事 にすべきか。
5)私達 は色々な人 の利益 のため にど のよう なこ
とがで きるか
2. 鐘 を 鳴
らす おじ
いさ ん
●町 の人 のために鍠を 鳴らして くれるおじいさん の例話
○季節や天気 の変化 にも関わらず，いつ も正確 な時間に
鐘を鳴 らすおじい さんに関する話 一枷･感謝 の気持 ち
○おじいさん に会 って いろ いろな話を聞く
○おじいさん に責任 や使 命感などについて感謝
○作文で感謝 の気持 ちを書 く





3.自分 の責任を 果たすこ とはなぜ他人 のためのも
のになるのか。
3. 踏 み 切
り 番 のお
じい さん
●登校時安全を守 って くれる踏み切り番おじさん の例話
○おじさん のお陰で30年 間の無 事故
○ヨ ンチョ リはお じいさんに感謝の気持ちでいつ も挨拶





文教部　前掲書(1955) pp.65 ～66及び，文教部　前掲書(1959) pp.57 ～73により筆者作成
－30 －
るという論理である。
しかし
，態度形成のための厂徳目中心」型単元
の編成と
，意図的な態度形成過程では，道徳的態
度の基礎とも言える社会認識側面と価値対立を通
した態度形成過程は排除されている
。従って，形
成される態度は
，責任と公益などのような徳目に
ついての批判の要素は欠如され
，一方的な道徳的
態度の押しつけになるおそれがある
。結果的に事
例単元の構成は
，児童の生活を中心にしているに
もかかわらず
，依然として抽象的徳目の提示を通
して内面化を図っているといえる。
３。道徳的態度形成の論理
一道徳的態度の重複的形成と社会科の道徳化－
これまで考察してきた
，単元構造と道徳的態度
形成の関係を示すと図１のようである
。図で見ら
れるように
，『1955年版』では道徳的態度を重複的
に形成させる構造となっている
。すなわち，①で
は社会事象の理解過程を通して
，②では社会事象
と関わった道徳的態度の直接的な追求を通して，
③では道徳的事例に対する感化を通して態度形成
が図られている
。例えば，本研究で考察した単元
の場合
，①で厂製糸工場」の認識過程における，
責任を完遂するために苦労したり
，努力している
労働者の行為の共感的理解を通して
，匚服を大事に
する態度
」や，「責任完遂と公益の態度」が形成で
きる
。このような態度は，②は③の過程を通して
繰り返して形成が図られている
。　しかし，社会科
の性格とも言える
，社会認識を通して資質（態度）
を育成するという論理から見ると
，①の社会認識
過程を通して
，知的な側面と道徳的な側面は一元
的に形成される
。しかし，『工955年版』の場合は，
内容構成原理は異なるものの
，②と③の過程を意
図的に付け加えて，主として道徳と言われる態度
Ｉ「社会認識中心」型単元　IIr徳目中心」型単元
①社会認識（理l
解過程にお叫る態度形成）ｌ
隠 ミ ］
一一一一一一一一一一一一一一
③道徳的態度形成（道徳的
事例の感化を通した態度形成）
-
を重複的に形成させようとしているのである
。
このような論理は
，社会認識を通して態度を形成
するという導入当時の社会科の性格から後退して
いる
。また，生活で直面する問題や厂客観的題材
を追求することを通して」20）また，厂対立する価
値の比較や選択が自主的に行われる」21）過程を通
して
，理解，態度，能力の統一的育成を目指す社
会科においての道徳教育の論理とも異なっている
。
結果的に
，『1955年版』における道徳的態度形
成の論理は
，人間と自然環境及び社会環境との関
係の認識を通して形成されるはずの科学的な観察
力
，合理的な思考や判断などと結びついた道徳的
態度の形成を妨げ，従来の道徳教育の特性を多く
帯びることになった。
IV　おわりに
匚道徳と知の結合を基底にしてこそ社会科はそ
の使命を実現しうるのだ」22）と上田薫は述べてい
る
。『1955年版』は，社会科という一教科を通し
て道徳的態度形成を図っている
。しかし，内容構
成を分析した結果
，『1955年版』における厂徳目
中心
」型単元の意図的編成や，匚社会認識中心」
型単元における道徳的内容の追加などで読み取れ
る道徳的態度の重複的形成の論理は
，完全な知と
道徳の結合を基盤としているとは言えない
。
しかしながら
，作成者らが導入当時の社会科の
性格から完全に変質したとも言い難い
。なぜなら
ば
，民主的態度形成の方法として，子どもの生活
を取り上げた事例中心の構成
，学習内容の問題式
提示方法の採用
，子ども中心への学習方法の転換
など23）
，『1946年版』と同様に伝統的な道徳教育
論理の克服が試みられた跡が見られるからである
。
結局
，『1955年版』は，導入当時の性格から変
質は見られるものの
，当時の道徳重視の主張を反
映させながら
，社会科の性格も尊重しようとした
編成であり
，『1963年版』における道徳教育の重
点が社会科から
，新設の厂反共・道徳生活」へ分
離されていく過渡期的編成と考えられる
。結果的
に道徳的態度形成の重複的構造は
，特設道徳の設
置による厂徳目中心
」型単元（図１の③）の分離
にも関わらず
，①，②の構造を通して，社会科で
依然として道徳教育が重視される基盤を残した。
31－
図1　『1955年版』の単元構造
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22）上田薫厂社会科50年と今後の使命」日本社会
科教育学会『社会科教育研究』第74号1996, p.30
23）これは
，匚①系統的教科学習を止めて生活中
心の単元学習で展開
，②小単元制から大単元制
へ改めて学習効果の伸張と生活化を企図
，③注
入式方法から生活経験による理解
，態度，機能
の育成への転換
，④興味中心の作業単元を多く
入れた経験の深化拡充の企図
」という教科書編
纂方針にもよく見られる
。（中央大学校付設韓
国教育問題研究所『文教史-1945～1973一』中
央大学出版部1974, p.233)
。
一方，日本の初期社会科の場合もこのような
克服論理が見られる
。木村博一は，日本の『学
習指導要領社会科編Ｉ（試案）』の分析を通し
て
，匚儒教道徳的な生活指導と，民主主義社会
の建設という相矛盾する二つの原理を，『要領
Ｉ』の作成担当者が民主主義に
一元化した論理」
を教育方法の転換という側面で論証している
。
（『学習指導要領社会科編Ｉ（試案）』の戦後日
本的特質
一社会科における民主主義と道徳教育
をめぐってー」全国社会科教育学会『社会科研究』第40号pp.133-142)。
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